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１．会社概要

１）登録事業所の概要
●EA21認証・登録番号（0001461）
（１）事業者名及び代表者名

事業者名　　　　： 日本フイルター株式会社　米沢事業所
代表者名　　　　： 所長　宮下 貴司

（２）所在地　 郵便番号　　　　： 〒992-1128
住所　　　　　　　： 山形県米沢市八幡原3丁目446-10

（３）環境管理責任者及び連絡先
環境管理責任者： 次長　時田　延之
連絡先　　　　　　： TEL）　   0238-28-1751   　FAX）0238-29-0019

E-mail）  nobuyuki.tokita@nihon-filter.co.jp

（４）事業内容 ・精密ろ過機の製造

・純水製造装置の製造

・排水リサイクル装置の製造

・装置メンテナンス

（５）事業規模 会計年度:当年10月1日～翌年9月30日

単位 第63期 第64期 第65期 第66期 第67期
百万円 711.0 537.1 495.3 535.7 641.6

従業員数 注1 人 42 42 42 41 42
注1)期末人員数

２．実施体制

１）EA21実施体制

一般従業員

深井 満・和田 朱美 賦舩 秀雄・和田 泰一

項目
主要製品工場出荷高

代表者

米沢事業所　所長 宮下 貴司

環境管理責任者

米沢事業所　次長 時田　延之

環境事務局　 法規制管理責任者　

鈴木　伸一 田中　歩 前司　裕斗 佐藤　沙織 丹　ひろみ

ろ過機製造ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾕﾆｯﾄ製造ｸﾞﾙｰﾌﾟ 膜製造ｸﾞﾙｰﾌﾟ 梱包･出荷ｸﾞﾙｰﾌﾟ  ﾃｸﾆｶﾙｾﾝﾀｰ

実行責任者
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２．実施体制

2）役割と権限

代表者 環境方針の作成
環境管理責任者の任命
実行責任者の任命
環境目標の承認
必要な文書の承認
全体の評価と見直し
是正処置・予防処置の指示
経営における課題とチャンスを整理し、明確にする

環境管理責任者 実施体制の構築
環境への負荷の自己ﾁｪｯｸとりまとめ
環境への取組の自己ﾁｪｯｸとりまとめ
環境負荷と環境への取組状況の報告
環境目標の策定
環境管理ｼｽﾃﾑの構築・運用
取組全体の把握(計画・実績含む)、結果の報告
教育・訓練の実施
環境活動ﾚﾎﾟｰﾄの作成
是正処置・予防処置の指示
環境活動計画の確認
必要な文書・記録の作成・改定及び確認・承認
外部からの苦情等受付窓口

環境事務局 文書番号の取得
文書の配布・回収
文書の原紙・旧版管理
文書の廃棄管理
各活動ｸﾞﾙｰﾌﾟへの活動支援
・環境関連情報の入手
・具体的方策の立案、提起
・評価指標・評価方法の策定
環境管理責任者の補佐

法規制管理責任者 関連法規制のとりまとめ
関連法令の情報入手・報告

実行責任者 教育・訓練の実施
環境活動計画の策定
実行担当者の任命
取組の実施
必要な文書・記録の作成・改定及び保管
取組状況の報告
是正処置・予防処置の実施
緊急事態の想定結果及びその対応の手順作成・実施

責任と権限役割
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３．対象範囲

日本ﾌｲﾙﾀｰ株式会社 米沢事業所(ﾃｸﾆｶﾙｾﾝﾀｰ含む)の全組織を対象とする。
本環境経営ﾚﾎﾟｰﾄは、日本ﾌｲﾙﾀｰ株式会社 米沢事業所　の活動内容となる。

米沢事業所　／山形県米沢市 ：認証番号No.0001461

なお本社・各営業所については、2017年（第62期）に認証取得を行った。

本社　　　　　　／神奈川県横浜市 ：認証番号No.0011864
仙台営業所　 ／宮城県仙台市
名古屋営業所／愛知県名古屋市
大阪営業所　 ／大阪府茨木市
熊本営業所　 ／熊本県熊本市

（2017年6月13日）

（2007年3月30日）
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４．環境経営方針

企業理念
　私たち日本フイルター株式会社　米沢事業所は、水処理技術と精密ろ過技術を通して、
かけがえのない地球の水環境を護る製品を世の中に送り出すと同時に、自らの製品の
製造においても、地球を護る配慮を継続して行います。

環境方針
　当社の企業理念に基づき、排水リサイクル装置、精密ろ過装置、純水製造装置及び
その周辺機器の開発、製造及び販売に係わる事業活動を通じ環境保全に取組みます。
　また、その取組みを継続的なものにするために、企業そのものの存続を確実にするため
の経済的な利益創出との両立に全力を挙げて取組みます。

１．環境活動プログラム「エコアクション21」を運用し、米沢事業所全員が参加して
 　 環境活動の継続的な維持、改善を推進します。

２．事業所の活動を通じ、環境に与える影響を的確に捉え、技術的、経済的に可能な
　  範囲で目標を定め、環境保全活動の継続的な改善に努めます。

３．環境に関する法規及びその他の要求事項を遵守し、地域社会との調和に努めます。
　  

４．事業所の生産活動における環境負荷の削減及び改善をはかるために、次の事項に
 　 ついて重点的に取組みます。

　 1)二酸化炭素排出量の削減
　 2)廃棄物の発生抑制と分別収集の徹底
　 3)水資源の保護
　 4)地域社会との共生

５．社員への環境方針の周知と環境意識の向上をはかり、環境方針及び環境活動
　  報告は開示します。

日本フイルター株式会社

環境経営方針

2019年10月1日

米沢事業所所長

　　　　　宮下　貴司
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５．環境経営目標

６．環境経営計画及び取組み結果と評価

１）環境経営計画及び取組み結果と評価

（１）ろ過機製造ｸﾞﾙｰﾌﾟ
（２）梱包・出荷ｸﾞﾙｰﾌﾟ
（３）ﾕﾆｯﾄ製造ｸﾞﾙｰﾌﾟ
（４）膜製造ｸﾞﾙｰﾌﾟ
（５）ﾃｸﾆｶﾙｾﾝﾀｰ

２）取組み内容
取組み内容の方針
（１）各ｸﾞﾙｰﾌﾟのこれまでの実績を振り返り、現状の維持活動を基本とし、目標は、
　　実績より統計的手法を用いて分析を行い数値化し取り組みを進めていく。
　
（２）活動実施項目としては
　　①固定的(生産量や作業量に比例しない)に消費するｴﾈﾙｷﾞｰへの対応
　　②CO2排出量の少ないｴﾈﾙｷﾞｰへの移行(化石燃料から電気へ)
　　③ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位を意識した生産展開(段取時間短縮、歩留まり向上等)
　　　を念頭に計画的な活動を行う。

（３）化学物質の適正管理。

（４）環境に関する情報収集や各種ｾﾐﾅｰ等への参加。

（５）環境経営活動の意識向上。

6 化学物質適正管理 化学物質の適正維持管理 ﾃｸﾆｶﾙｾﾝﾀｰ

7
製品・ｻｰﾋﾞｽに関する

環境配慮
顧客要求への期限厳守 全部門

4 水使用量の削減 現状維持(3期平均) 膜製造ｸﾞﾙｰﾌﾟ

5
地域社会との共生

環境美化活動
全員参加(年間1回/人以上) 全部門

2 ﾘｻｲｸﾙ率の向上 ﾘｻｲｸﾙ率66% 全部門

3 廃棄物排出量削減 現状維持(3期平均) 全部門

No 環境経営目標 目標値 重点部門

1 二酸化炭素排出量の削減 現状維持(3期平均) ろ過機製造ｸﾞﾙｰﾌﾟ
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１）環境経営計画及び取組み結果と評価

（１）ろ過機製造ｸﾞﾙｰﾌﾟ

第67期　部門別環境活動計画書 兼 評価実施記録表
ｸﾞﾙｰﾌ゚名：ろ過機製造ｸﾞﾙｰﾌ゚

計画：○(点線)

実績：●(実線)

目的達成手段

具体策・評価指標 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

①成形生産の効率化を図り電力を削減する ● ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ●

基準年度 　・1050tの夜間運転を行い、成形日数、段取り回数を削減する 計画 試運転 受台製作 ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ改造 本格稼働 年間数集計

　　過去2期(65～66期)平均使用電力量 204,922 kW/年 　　※対象製品 B樹脂　EGL-16,30シリンダー及び本体

　　・生産実績100万円当りの電力使用量 18,140 kW/年 ※予定及び実績の詳細は下部ｼｰﾄ「成形G年間計画」に記載

　　・生産実績100万円当りの電気料金 384,585 円/年 ②　A棟、C棟のｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ配管ｴｱｰﾘー ｸﾁｪｯｸを年1回実施する ●

③　A棟、C棟のエアハン清掃を年1回実施する ○ ●

④　A棟、C棟の暖房エアー吸い込み量調整 ●

67期目標 67期年間実績 単月 1,512 1,512 1,512 1,512 1,512 1,512 1,512 1,512 1,512 1,512 1,512 1,512

　　・生産実績100万円当りの電力使用量 17,959 kW/年 ・年間電力使用料金　　　　　　　　　　　　　　  　　　4,460,999円/年 累計 1,512 3,023 4,535 6,047 7,558 9,070 10,582 12,093 13,605 15,117 16,628 18,140

　　・生産実績100万円当りの電気料金 351,996 円/年 ・年間電力使用量　　　　　　　　　　　　　　     　　 　227,602kW/年 単月 1,497 1,497 1,497 1,497 1,497 1,497 1,497 1,497 1,497 1,497 1,497 1,497

    ・生産実績100万円当たりの削減率 1 % ・生産実績100万円当りの使用量　　　　　　　　        15,304kW/年 累計 1,497 2,993 4,490 5,986 7,483 8,979 10,476 11,973 13,469 14,966 16,462 17,959

　　　基準年度比 99 % ・生産実績100万円当りの料金　　　　　　　　　      　299,958円/年 単月 1,217 1,157 1,199 1,045 2,280 1,492 1,196 1,044 933 944 1,520 1,276

・生産実績100万円当たりの使用量削減率          　　          15% 累計 1,217 2,374 3,574 4,619 6,898 8,391 9,587 10,630 11,563 12,508 14,027 15,304

・効果金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       70,805円/年 5,781 6,942 6,122 9,144 - 378 6,193 9,168 11,341 11,122 - 4,614

※効果金額    （基準値-実績値)×電気料金(19.6円/kwh) ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

①乾燥炉使用時間の維持 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

・A樹脂を溶着する前に、成形品の乾燥が24H必要。 A樹脂　生産予定、実績

   66期使用電力量 8,873 kW/年 　乾燥時間が長くなると電力量が増えてしまう。

   生産実績100万円当りの電力使用量 5,580.4 kW/年 　成形生産予定を把握し溶着の生産計画を立て実行する。

465.0 kW/月 単月 465.0 465.0 465.0 465.0 465.0 465.0 465.0 465.0 465.0 465.0 465.0 465.0

67期目標 累計 465.0 930.0 1,395.0 1,860.0 2,325.0 2,790.0 3,255.0 3,720.0 4,185.0 4,650.0 5,115.0 5,580.0

   生産実績100万円当りの電力使用量 5,580.4 kW/年 単月 465.0 465.0 465.0 465.0 465.0 465.0 465.0 465.0 465.0 465.0 465.0 465.0

465.0 kW/月 累計 465.0 930.0 1,395.0 1,860.0 2,325.0 2,790.0 3,255.0 3,720.0 4,185.0 4,650.0 5,115.0 5,580.0

   基準年度比 0 % ※効果金額    （目標値-実績値)×電気料金 単月 295.2 793.2 633.4 0.0 0.0 653.7 1065.0 439.0 488.7 321.6 492.3 417.9

   67期効果金額 29,984 円/年 累計 295.2 1088.4 1721.8 1721.8 1721.8 2375.5 3440.5 3879.4 4368.1 4689.7 5182.0 5599.9

3,719 0 0 10,184 10,277 0 0 653 0 3,771 0 1,380

◎ × × ◎ ◎ ○ × ○ × ○ × ○

■水使用量維持管理 ①排水のろ過とﾘｻｲｸﾙ

・当月ﾃｽﾄ機種によるﾘｻｲｸﾙ量の算出（㎥） ● ● ● ● ● ●

　　　・66期年間リサイクル量 61.56 ㎥/年 ・定期的なろ過機清掃（四半期毎）

　　　・66期効果金額 19,213 円/年 ・8月水槽内部清掃と水の入れ替え ﾘｻｲｸﾙ量 2.93 4.84 6.41 6.24 7.08 5.60 2.60 2.44 4.95 5.67 5.15 7.65

単価（1㎥） 257.0 328.3 328.3 328.3 328.3 328.3 101.1 334.0 302.0 350.9 321.3 305.6

効果金額 753 1,589 2,104 2,049 2,324 1,838 263 815 1,495 1,990 1,655 2,338

ﾘｻｲｸﾙ量はﾊｳｼﾞﾝｸﾞの体積からTC排水と水道水補充を 体積 7.00 5.00 6.25 7.63 6.87 5.03 6.31 6.00 4.30 5.45 2.84 5.18

67期目標 差し引いて算出する。 単価（1㎥） 319.7 312.5 311.9 311.9 311.9 311.9 281.2 317.1 307.9 329.9 314.1 311.7

　　　・67期年間リサイクル量 61.56 ㎥/年 TC排水量 0.0 0.0 0.06 0.0 0.08 0.04 0.08 0.09 0.1 0.09 0.05 0.08

水補充量 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 5.0 0.5

ﾘｻｲｸﾙ量 7.0 4.5 6.19 7.6 6.8 5.0 6.2 5.9 3.7 5.4 - 4.6

効果金額 ¥2,238 ¥1,563 ¥1,949 ¥2,367 ¥2,143 ¥1,555 ¥1,752 ¥1,874 ¥1,139 ¥1,768 - ¥1,434

- - - - - - - - - - - -

■廃ﾌ゚ﾗ排出量の削減 生産予定作成の際、同一材料の製品を連続成形する計画を行い ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○

材料変更時のﾊﾟｰｼﾞ材使用量を削減する 予定計画 予定作成 年間数集計

　　・66期年間排出量 2,869 kg/年

　  ・生産実績100万円当りの廃プラ排出量 256 kg/年 　　　　　　※対象：1050t A樹脂・C樹脂・D樹脂 製品

　  ・66期廃棄処分料金 166,402 円/年        　　　　　　・EGL-16シリンダーB、C、D

　  ・生産実績100万円当りの廃プラ処分料金 14,848 円/年        　　　　　　・EGL-30シリンダーC、D

　　　　　　　　　・EGL-16、30ハウジング本体

※予定及び実績の詳細は下部ｼｰﾄ「成形G年間計画」に記載

67期目標 67期年間実績 単月 21.3 21.3 21.3 21.3 21.3 21.3 21.3 21.3 21.3 21.3 21.3 21.3

　  ・生産実績100万円当りの廃プラ排出量 243 kg/年 ・年間排出量                              　                    3,062kg/年 累計 21.3 42.7 64.0 85.3 106.7 128.0 149.3 170.7 192.0 213.3 234.7 256.0

　  ・生産実績100万円当りの廃プラ処分料金 14,094 円/年 ・廃棄処分料金                                   　　       177,596円/年 単月 20.3 20.3 20.3 20.3 20.3 20.3 20.3 20.3 20.3 20.3 20.3 20.3

　　  基準年度比 95 % ・生産実績100万円当りの排出量　　　　　  　 　　　 　　　　253kg/年 累計 20.3 40.5 60.8 81.1 101.4 121.6 141.9 162.2 182.4 202.7 223.0 243.2

　　  削減率 5 % ・生産実績100万円当りの処分料金                       14,674円/年 単月 30.8 20.3 44.3 16.9 31.8 11.3 12.7 11.3 18.5 22.1 22.3 10.8

・生産実績100万円当たりの排出量削減率                     　　-4% 累計 30.8 51.0 95.4 112.3 144.1 155.4 168.1 179.4 197.9 220.0 242.3 253.2

※対象の廃プラ項目は「MSﾊﾟｰｼﾞ材」とする ・ 効果金額                                                     2,757円/年 - 61 - 256 - 583 501 581 165 - - 609

※効果金額    （基準値-実績値)×処分料金(58円/kg) × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○

■廃ﾌ゚ﾗ排出量の削減

   ・66期廃棄量 712.0 kg/年 ①目標と管理指標説明 ●

   ・処分料金(58円/ｋｇ） ¥41,296.0 円/年

   ・生産実績100万円当りの廃プラ処分量 27.34 ㎏/年 ②端材30ｔ以上ＰＶＣ端材を製品再利用する。 ● ● ● ● ○ ● ○ ● ● ○

67期目標値 単月 27.4 27.4 27.4 27.4 27.4 27.4 27.4 27.4 27.4 27.4 27.4 27.4

   ・生産実績100万円当りの廃プラ処分量 0.00 ㎏/年 累計 27.4 54.7 82.1 109.4 136.8 164.1 191.5 218.8 246.2 273.5 300.9 328.2

　　基準年度比 85% 単月 23.3 23.3 23.3 23.3 23.3 23.3 23.3 23.3 23.3 23.3 23.3 23.3

　　削減率 15% 累計 23.25 46.5 69.8 93.0 116.3 139.5 162.8 186.0 209.3 232.5 255.8 279.0

単月 10.5 6 15 29 29 22 30 49 2 80 19 19

累計 10.5 16.7 31.8 60.8 89.8 111.8 141.8 190.8 192.8 272.8 291.8 310.8

     67期効果金額 3,999 円 740 989 473 - - 73 - - 1,233 - 247 247

◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ × ◎ × ○ ○

月次評価基準 是正処置の基準

単月、累計ともに達成している---◎ 3ヶ月連続で×が続いた場合は、様式「問題の是正処置」

単月、累計どちらかが達成している---○ に従い処置をする。

単月、累計ともに未達成---×

承認 確認 作成

■電力の削減(成形機、周辺機器）

2022.10..31 2022.10..31 2022.10..31

目標 実行責任者
計画

実績

効果金額（円）

評価

■電力量の維持（乾燥炉）

基準年

目標

基準年

目標

実績

効果金額（円）

評価

基準年

目標

実績

効果金額（円）

評価

MM　戸田

AS小杉

宮下 鈴木時田

MS　鈴木

ＭＷ　堀

MS 鈴木

基準年

目標

実績

効果金額（円）

評価

実績

評価

基準年
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（２）梱包・出荷ｸﾞﾙｰﾌﾟ

第67期　部門別環境活動計画書 兼 評価実施記録表
ｸﾞﾙ-ﾌﾟ名：LGｸﾞﾙ-ﾌﾟ

計画：○(点線)

実績：●(実線)
目的達成手段

具体策・評価指標 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

■ビニ-ル系緩衝材の再利用 ①目標と管理指標説明 ●

②ビニ-ル系緩衝材の再利用 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

基準年度実績 ③他部署からの回収(重量計測) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2021年度(66期） 　　　　

ﾋﾞﾆ-ﾙ系再利用の緩衝材 95.8kg/年(全体)・55.1kg/年(回収) 現状→66期より継続　

7.98kg/月(全体)・4.59kg/年(回収) 課題、対策→緩衝剤として使用可能な物を回収する 単月 12.6 19.7 21.2 12.1 12.1 21.9 14.5 9.5 27.9 22.8 16.0 13.4

2022年度目標（67期） 活動→回収した緩衝材を有効活用し再利用する 累計 23.4 43.1 64.3 76.4 88.5 110.4 124.9 134.4 162.3 185.1 201.1 214.5

増量率 0% ※他部署からの回収分を把握する 単月 12.6 19.7 21.2 12.1 12.1 21.9 14.5 9.5 27.9 22.8 16.0 13.4

95.8㎏/年 累計 12.6 32.3 53.5 65.6 77.7 99.6 114.1 123.6 151.5 174.3 190.3 203.7

7.98kg/月 単月 7.2 24.8 7.9 6.3 13.1 35.8 25.5 19.5 10.6 10.8 5.9 18.9

※66期の重量平均/66期月の原単位 累計 7.2 32.0 39.9 46.2 59.3 95.1 120.6 140.1 150.7 161.5 167.4 186.3

実績値＝緩衝材使用量/（部品出荷金額/百万） 9,619 12,944 5,700 7,125 11,281 13,181 13,063 14,844 7,244 11,400 7,006 8,550

× ○ × × ○ ○ ◎ ◎ × × × ○

■紙系緩衝材の再利用 ①目標と管理指標説明 ●

②紙系緩衝材の再利用 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

基準年度実績 ③他部署からの回収(重量計測) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2021年度(66期） 　　　　

紙系再利用の緩衝材 107.7kg/年(全体)・44.6kg/月(回収) 現状→66期より継続　

8.9kg/月(全体)・3.7kg/月(回収) 課題、対策→緩衝材として使用可能な物を回収する 単月 11.6 18.5 41.6 6.6 10.9 35.5 28.9 17.1 16.7 18.3 31.6 14.9

2022年度目標（67期） 活動→回収した緩衝材を有効活用し再利用する 累計 11.60 30.10 71.70 78.30 89.16 124.64 153.50 170.60 187.26 205.56 237.16 252.06

増量率 0% ※他部署からの回収分を把握する 単月 11.6 18.5 41.6 6.6 10.9 35.5 28.9 17.1 16.7 18.3 31.6 14.9

107.7kg/年 累計 11.6 30.1 71.7 78.3 89.2 124.6 153.5 170.6 187.3 205.6 237.2 252.1

8.9kg/月 単月 7.0 27.5 11.3 13.3 17.6 28.4 24.8 19.3 17.6 13.4 11.3 69.7

※66期の重量平均/66期月の原単位 累計 7.0 34.5 45.8 59.1 76.7 105.1 129.9 149.2 166.8 180.2 191.5 261.2

実績値＝緩衝材使用量/（部品出荷金額/百万） 2,782 4,315 2,460 4,458 4,529 3,138 3,816 4,422 4,779 4,208 3,994 9,450

× ○ × ○ ○ × × ○ ○ × × ○

■シ-ル台紙を緩衝材へ再利用 ①目標と管理指標説明 ●

②シ-ル台紙を緩衝材として製作し再利用（本社、営業所用） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

基準年度実績 シュレッタ-で粉砕しビニ-ル袋に詰めて使用

2021年度(66期） ③他部署からのｼ-ﾙ台紙の回収(重量計測) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

シ-ル台紙再利用の緩衝材 29.3kg/年 ④ｼｭﾚｯﾀﾞ-の増加検討 検討

2.4kg/月 単月 0.00 0.00 3.60 3.01 4.14 12.90 12.95 9.10 3.95 6.07 5.40 2.90

2022年度目標（67期） 現状→66期より継続　 累計 0.00 0.00 3.60 6.61 10.75 23.65 36.60 45.70 49.65 55.72 61.12 64.02

増量率 0% 課題、対策→緩衝材として再利用の為回収する 単月 0.00 0.00 3.60 3.01 4.14 12.90 12.95 9.10 3.95 6.07 5.40 2.90

29.3㎏/年 活動→回収した緩衝材を有効活用し再利用する 累計 0.00 0.00 3.60 6.61 10.75 23.65 36.60 45.70 49.65 55.72 61.12 64.02

2.4kg/月 　　　　各ｸﾞﾙ-ﾌﾟより回収したｼ-ﾙ台紙を100％再利用を目指す 単月 2.32 5.45 6.55 2.44 0.00 0.00 13.02 2.96 0.00 6.13 0.00 4.73

累計 0.00 0.00 6.6 8.99 8.99 8.99 22.01 24.97 24.97 31.10 31.10 35.83

実績値＝緩衝材使用量/（部品出荷金額/百万） 86.4 37.8 72.0 41.4 0.0 0.0 100.8 34.2 0.0 97.2 0.0 32.4

◎ ◎ ◎ ○ × × ○ × × ○ × ○

■梱包形態の見直し(本社向け) ①目標と管理指標説明 ○

②リサイクル段ボ-ル形態の見直し ○ 対象部品の選定（種類検討）定期便通い箱選定
本社への現

状聞き取りと
運用開始 通い箱のversion up(緩衝材フリ-対応）

　・梱包箱への同梱検討(部品構成表を対象） ○

　・梱包箱の通い箱化 ○ 提案◎（所長へ）

③リサイクル緩衝材 通い緩衝材の検討 通い箱へのセット化検討

対象部品：本社在庫、CS、TE、他　　要確認 　・シ-ル台紙を用いたリサイクル緩衝材のリサイクル 本社より変品回数・重量の計測

　　⇒固定化によりシ-ル台紙の製作数を維持でき
　　　 製作時間軽減を期待

単月 - - - - - - 28.6 28.6 28.6 28.6 28.6 28.6

基準年：(66期) 梱包回数 182回　　 現状→定期便・部品出荷、各個-ごと梱包 累計 - - - - - - 29 57 86 114 143 172

※費用　　　　¥159,656 課題、対策→通い箱選定・採用 単月 0 0 0 0 0 0 28.6 28.6 28.6 28.6 28.6 28.6

※梱包時間　728分 活動→通い箱(本社⇔米沢)で定期便・部品出荷の発送 累計 0 0 0 0 0 0 29 57 86 114 143 172

目標：(67期) 梱包回数 172回（５％減） 単月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 9 16

※部品のｻｲｽﾞ・重量・個数の規定を定める 累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 18 34

- - - - - - 0 0 0 0 0 0

- - - - - - × × - - - -

月次評価基準 是正処置の基準
単月、累計ともに達成している---◎ 3ヶ月連続で×が続いた場合は、様式「問題の是正処置」
単月、累計どちらかが達成している---○ に従い処置をする。
単月、累計ともに未達成---×

評価

効果金額（円）

近野

佐藤

加藤

本社便（部品構成表・書類）への部品発送に個-で梱包している。梱包作業の効率
化を模索する。

目標

実績

基準年

効果金額（円）

実績

評価

目標

基準年

評価

効果金額（円）

目標

実績

基準年

効果金額（円）

近野

実績

評価

基準年

目標

2022.10.31 2022.10.31 2022.10.31

目標 実行責任者
計画

承認 確認 作成

宮下 時田 佐藤(沙)
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（３）ﾕﾆｯﾄ製造ｸﾞﾙｰﾌﾟ

第67期　部門別環境活動計画書 兼 評価実施記録表
ｸﾞﾙｰﾌﾟ名：ﾕﾆｯﾄ製造ｸﾞﾙｰﾌﾟ

 

 計画：○(点線)

実績：●(実線)

目的達成手段
具体策・評価指標 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

■水使用量の維持・管理 ①目標と管理指標説明 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

②水道水使用量の記録（テスト担当者） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

基準年度実績 　→毎テスト時、水道メーターの記録(テスト開始値、終了値)

各装置毎のﾃｽﾄ水の ③毎月の水道水使用量の算出 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

使用量の実績 100 % 　→テスト装置毎の使用量を把握する

④テスト槽の水回収、再利用(テスト槽ピット→テスト槽) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑤テスト槽、及び側溝の清掃、水入替の実施(四半期毎、4回/年) ● ○ ● ●

⑥装置テストで使用する水の種類を再度調べる 現状把握 ※清掃未

　→水道水、テスト水槽水、純水、以上3種類。

67期目標 107.1 L/百万 単月 107.1 107.1 107.1 107.1 107.1 107.1 107.1 107.1 107.1 107.1 107.1 107.1

基準年度比 100 % 累計 107.1 214.2 321.3 428.4 535.5 642.6 749.7 856.8 963.9 1,071.0 1,178.1 1,285.2

削減率 0 % 単月 107.1 107.1 107.1 107.1 107.1 107.1 107.1 107.1 107.1 107.1 107.1 107.1

累計 107.1 214.2 321.3 428.4 535.5 642.6 749.7 856.8 963.9 1,071.0 1,178.1 1,285.2

効果金額＝(目標値-実績)×電気料金(19.6円/kWｈ) 実績 単月 179.11 179.33 0.00 0.10 2.53 0.07 0.04 0.02 26.85 52.71 50.90 64.76

原単位(Ｌ) 累計 179.11 358.44 358.44 358.54 361.07 361.14 361.18 361.20 388.05 440.76 491.66 556.42

単月 59.8% 59.7% 0.0% 107100.0% 4233.2% 153000.0% 267750.0% 535500.0% 398.9% 203.2% 210.4% 165.4%

累計 59.8% 59.8% 89.6% 119.5% 148.3% 177.9% 207.6% 237.2% 248.4% 243.0% 239.6% 231.0%

× × ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

■産業廃棄物(電線)の維持・管理 ①目標と管理指標説明 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

②装置組立時の電線廃棄量の記録（組立担当者） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

基準年度実績 ③毎月の電線廃棄量の算出 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

装置組立時に廃棄する電線 100 % ④電線切断リストの機種展開（全機種） 計画

の維持・管理を行う ⑤廃棄物の管理（分別の徹底）（20220830追加）

※基準年度実績との比較評価 ※水の目標値を、原単位→実績値に変更する。20220727ｴｺ会議より

　　

67期目標 0.17 ㎏/百万 単月 0.17 0.17 0.17 0.17 0.17 0.17 0.17 0.17 0.17 0.17 0.17 0.17

基準年度比 100 % 累計 0.17 0.34 0.51 0.68 0.85 1.02 1.19 1.36 1.53 1.70 1.87 2.04

削減率 0 % 単月 0.17 0.17 0.17 0.17 0.17 0.17 0.17 0.17 0.17 0.17 0.17 0.17

累計 0.17 0.34 0.51 0.68 0.85 1.02 1.19 1.36 1.53 1.70 1.87 2.04

実績 単月 0.24 0.02 0.14 0.03 0.34 0.00 0.08 0.27 0.18 0.14 0.11 0.15

原単位(kg) 累計 0.24 0.26 0.40 0.43 0.77 0.77 0.85 1.12 1.30 1.44 1.55 1.70

単月 70.8% 850.0% 121.4% 566.7% 50.0% 100.0% 212.5% 63.0% 94.4% 121.4% 154.5% 113.3%

累計 70.8% 130.8% 127.5% 158.1% 110.4% 132.5% 140.0% 121.4% 117.7% 118.1% 120.6% 120.0%

× ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎

■電力使用量(水銀灯)の維持・管理 ①目標と管理指標説明 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

②水銀灯使用時間の記録（組立担当者） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

基準年度実績 　→照明時間記録表へ点灯、消灯時間を入力する

第62期～第66期電力(水銀灯) 100 % ③毎月の水銀灯使用電力の算出 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

使用量の実績 ④作業台照明の設置→水銀灯使用量の削減（20220830追加）

⑤蛍光灯作業エリアの拡大→水銀灯使用量の削減（20220830追加）

67期目標 41.4 kW/百万 単月 41.4 41.4 41.4 41.4 41.4 41.4 41.4 41.4 41.4 41.4 41.4 41.4

基準年度比 100 % 累計 41.4 82.8 124.2 165.6 207.0 248.4 289.8 331.2 372.6 414.0 455.4 496.8

削減率 0 % 単月 41.4 41.4 41.4 41.4 41.4 41.4 41.4 41.4 41.4 41.4 41.4 41.4

累計 41.4 82.8 124.2 165.6 207.0 248.4 289.8 331.2 372.6 414.0 455.4 496.8

実績 単月 24.7 47.6 61.2 30.6 44.7 23.0 16.8 17.6 21.5 26.9 22.0 14.8

原単位(kW) 累計 24.7 72.3 133.5 164.1 208.8 231.8 248.6 266.2 287.7 314.6 336.6 351.4

単月 167.6% 87.0% 67.6% 135.3% 92.6% 180.0% 246.4% 235.2% 192.6% 153.9% 188.2% 279.7%

累計 167.6% 114.5% 93.0% 100.9% 99.1% 107.2% 116.6% 124.4% 129.5% 131.6% 135.3% 141.4%

◎ ○ × ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

月次評価基準 是正処置の基準

単月、累計ともに達成している---◎ 3ヶ月連続で×が続いた場合は、様式「問題の是正処置」

単月、累計どちらかが達成している---○ に従い処置をする。

単月、累計ともに未達成---×

評価

評価

達成率

評価

基準年

目標

鈴木➡田中

目標

達成率

嵐田

基準年

基準年

目標

達成率

田中

2022.10.31 2022.10.31 2022.10.31

目標 実行責任者
計画

承認 確認 作成

宮下 時田 田中
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（４）膜製造ｸﾞﾙｰﾌﾟ

第67期　部門別環境活動計画書 兼 評価実施記録表
ｸﾞﾙｰﾌﾟ名：膜製造ｸﾞﾙｰﾌﾟ

計画：○(点線)
実績：●(実線)

目的達成手段

具体策・評価指標 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

目標と管理指標説明

①工程Aﾁｪｯｸ上限 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

基準年度実績 ②工程B自動化 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2021年度実績 3.17 ㎥/月 ③工程Bの条件見直し ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2022年度目標

基準年度比 100 %

削減率 0 % 65期絶対値 1.98 3.63 18.30 26.75 21.21 38.26 20.27 20.33 18.76 0.09 0.87 6.86

8.76㎥/月 単月 0.42 0.60 3.89 6.86 6.52 6.19 13.82 13.82 12.38 9.73 9.76 10.92

3.17 ㎥/月 要因：工程Bの条件変更 累計 0.42 1.02 4.91 11.76 18.28 24.47 38.29 52.12 64.49 74.22 83.98 94.90

ガス使用量→ 絶対値 12.03 28.67 5.11 11.17 73.58 105.33 47.51 42.09 12.61 8.04 3.17 15.32

目標値→66期実績維持活動 工程Aﾁｪｯｸ1,000本当りのガス使用量→ 単月 3.02 5.29 3.83 17.03 14.24 13.16 10.43 8.28 6.72 5.03 2.93 5.35

　 累計 3.02 8.31 12.14 29.17 43.41 56.57 67.00 75.28 82.00 87.03 89.96 95.31

775.7 円/㎥ ※4月より目標値変更（是正） - - ¥45 - - - ¥2,632 ¥4,300 ¥4,387 ¥3,642 ¥5,300 ¥4,320

- - ¥10,231 ¥12,090 - - - - ¥4,766 - - -

× × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

目標と管理指標説明

①ﾒｯｼｭ交換作業の廃棄物削減（原因調査） ● ● ● ○

基準年度実績

2021年度実績 10.2 (kg/千本)

2022年度目標

基準年度比 100 %

削減率 0 % 10.7kg/千本 絶対値 54.20 54.50 43.60 49.90 36.60 53.90 42.20 37.80 72.20 6.90 64.00 55.80

10.60 (kg/千本) 要因：成形仕込み量の減少 単月 10.21 10.21 10.21 10.21 10.21 10.21 10.21 10.21 10.21 10.21 10.21 10.21

累計 10.21 20.41 30.62 40.82 51.03 61.24 71.44 81.65 91.85 102.1 112.3 122.5

絶対値 46.20 44.90 16.70 11.70 55.00 94.30 38.90 56.60 18.90 23.10 6.80 25.50

目標値→66期実績維持活動 成形樹脂廃棄量　　廃棄樹脂/1000本あたり→ 単月 11.60 8.29 12.52 8.82 10.62 12.45 8.54 11.10 10.10 14.40 12.70 10.10

累計 11.60 19.89 32.41 41.23 51.85 64.30 72.84 83.94 94.04 108.44 121.14 131.24

評価指標：月毎の廃ﾌﾟﾗ(最終処分)重量 - ¥96 - ¥69 - - ¥83 - ¥5 - - ¥5

50 円/㎏ ¥400 ¥480 ¥1,345 ¥1,910 - - ¥165 - ¥2,665 - ¥2,860 ¥1,515

× ◎ × ○ × × ○ × ○ × × ○

目標と管理指標説明

①ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰ清掃　(3ヶ月に1回) ● ● ● ●

基準年度実績 ②ｴｱｺﾝ運転切替手順書による管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○
2019.20.21年度実績平均 10,650 kW

③夜間ｴｱｺﾝ使用量削減（現状把握） ○ ● ● ●
2022年度目標 →ｴｱｺﾝ使用（66期：5月～10月）

基準年度比 100 単月（絶対値） 1,367 62 14 61 20 0 0 1,694 1,984 2,581 2,544 2,205

削減率 0 % 累計 531 12 4 19 8 0 0 605 324 2,572 643 541

10,650 kW 10,623kWh 絶対値 1,350 241 9 24 15 5 58 1,106 1,954 2,222 1,951 1,714

単月 608 81 2 6 6 1 18 400 465 2,181 1,025 927

累計 608 689 691 697 703 704 723 1,122 1,587 3,768 4,792 5,720

目標値→64,65,66期実績平均値 絶対値 1,140 520 81 15 0 0 163 607 1,981 2,269 2,276 1,571

単月 479 110 35 16 0 0 47 182 724 1,961 2,403 704

19.6 円/kWh 累計 479 589 624 639 639 639 686 868 1,593 3,554 5,957 6,662

¥2,535 - - - ¥112 ¥23 - ¥4,256 - ¥4,301 - ¥4,364

¥4,109 - - ¥184 ¥297 ¥105 - ¥9,775 - - - ¥2,796

◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ × ◎ × ○

目標と管理指標説明

①工程Aﾁｪｯｸ水使用量削減　 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
基準年度実績 ②工程B自動化 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2021年度実績 16.57 m

3
/千本

2022年度目標

基準年度比 99 %

削減率 1 %

0.00 m3/千本 19.80㎥/千本

　良品数1,000本当りの水使用量→ 絶対値 92.30 93.71 77.58 64.64 51.78 93.13 76.10 76.88 108.43 11.39 102.17 80.17

（成形本数/ﾒｰﾀｰ１+工程Aﾁｪｯｸ/ﾒｰﾀｰ２） 単月 16.94 17.35 16.33 16.43 15.58 14.90 15.55 15.96 22.67 22.10 23.54 23.78

累計 16.94 34.29 50.62 67.05 82.63 97.53 113.08 129.04 151.71 173.82 197.36 221.14

目標値→66期実績の1%減 絶対値 62.09 81.61 18.90 18.81 114.95 170.76 93.97 112.49 38.32 37.40 3.17 59.18

評価指標：月毎の水使用量 単月 15.28 14.95 13.76 14.25 22.21 22.18 20.38 21.92 20.04 23.05 5.76 23.09

累計 15.28 30.23 43.99 58.24 80.45 102.63 123.01 144.93 164.97 188.02 193.78 216.87

244.9 円/㎥ ※6月より目標値変更（是正） ¥407 ¥587 ¥629 ¥534 - - - - ¥645 - ¥4,355 ¥169

¥7,398 ¥2,963 ¥14,371 ¥11,224 - - - - ¥17,170 - ¥24,245 ¥5,140

◎ ◎ ◎ ◎ ○ × × × ○ × ◎ ◎

月次評価基準 是正処置の基準

単月、累計ともに達成している---◎ 3ヶ月連続で×が続いた場合は、様式「問題の是正処置」

単月、累計どちらかが達成している---○ に従い処置をする。

単月、累計ともに未達成---×

評価

実行責任者

波多野

評価

評価

評価

前司

効果金額(絶対値)

土田

土田、前司

目標

実績

効果金額(1000本あたり)

■水使用量の維持活動

実績

効果金額（原単位）

効果金額（絶対値）

66期実績

目標

効果金額（1000本あたり）

効果金額（絶対値）

■電力の維持活動

目標

実績

効果金額(1000本あたり)

効果金額(絶対値)

■産業廃棄物削減(廃ﾌﾟﾗ)、樹脂回収の実績収集

目標

実績

■LPガス使用量の削減、維持管理

2022.10.31 2022.10.31

目標
計画

承認 確認 作成

宮下 時田 前司

2022.10.31
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（５）ﾃｸﾆｶﾙｾﾝﾀｰ

第67期　部門別環境活動計画書 兼 評価実施記録表
ｸﾞﾙｰﾌﾟ名：ﾃｸﾆｶﾙｾﾝﾀｰ

計画：○(点線)
実績：●(実線)

目的達成手段
具体策・評価指標 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

①目標と管理指標説明 ●

②排出水量（超純水・透過流束）の把握 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③再利用量の把握 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

④再利用率の算出 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑤水道料金の削減コストの算出 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

単月 45 45 45 45 45 45 45 45 45 45 45 45

累計 45 90 135 180 225 270 315 360 405 450 495 540

1108 1200 1538 1939 1433 1797 1438 1097 1570 1315 1605 1517

③再利用量[L] 570 710 741 697 653 953 653 602 773 533 673 632

基準年度実績（64期調査結果） 18.7 % ④再利用率[%] 51 59 48 36 46 53 45 55 49 41 42 42

66期実績 45.9 % ⑤削減コスト[円] 188 234 244 230 215 314 215 199 255 176 222 209

67期目標値 45 % 単月 51.4 59.2 48.1 35.9 45.5 53.0 45.4 54.9 49.2 40.5 41.9 41.7

基準年度比 26.3 %アップ 累計 51.4 110.6 158.8 194.7 240.3 293.3 338.7 393.6 442.8 483.3 525.2 566.9

◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

①目標と管理指標説明 ●

②当月処分すべき依頼件数の把握 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③自社処分件数の把握 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

④産業廃棄物へのリスト化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑤仕分け終了件数、仕分け終了率の把握 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

9 20 20 10 16 30 28 19 13 18 24 20

67期産廃処分費用（税抜き）：2022年6月実施 6 10 13 5 7 14 18 12 4 4 13 11

今期はデータ収集 大口：65kg×300円＝19,500円 ④産廃への移動件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小口：79kg×2000円＝158,000円　　　合計192,500円 6 10 13 5 7 14 18 12 4 4 13 11

運搬費用：                 15,000円 単月 67 50 65 50 44 47 64 63 31 22 54 55

*古い試薬と前期までの廃液の処分 累計 67 117 182 232 276 323 387 450 481 503 557 612

- - - - - - - - - - - -

①目標と管理指標説明 ●

②フローモニター等による排水量の把握 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③スラッジ量の把握、スラッジ排出金額の算出 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

④排水処理薬品使用量の削減（和田） ● ○ ○

　11月：処理剤を0.20→0.15L/minに減らした 単月 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50

　　→処理流量の低下のため中止 累計 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50 3.00 3.50 4.00 4.50 5.00 5.50 6.00

基準年度実績（61期調査結果） 0.48 kg/m3/月 ③ スラッジ 14.76 27.60 18.92 10.79 44.05 8.90 15.84 17.63 16.09 13.55 15.55 3.69

66期実績値 0.48 kg/m3/月 ② 排水 28.91 29.44 29.90 31.79 39.75 42.82 28.65 26.49 34.33 32.10 24.71 23.57

③ 398.59 745.20 510.91 291.32 1189.23 240.17 427.70 475.89 434.43 365.85 419.85 99.63

67期目標値 0.50 kg/m3/月 排出スラッジ量(kg)／排水量(m3)→ 単月 0.51 0.94 0.63 0.34 1.11 0.21 0.55 0.67 0.47 0.42 0.63 0.16

基準年度比 96.0 % 累計 0.51 1.45 2.08 2.42 3.53 3.74 4.29 4.95 5.42 5.85 6.47 6.63

削減率 (4.2) % × × × ○ × ○ × × ○ ○ × ○

月次評価基準 是正処置の基準

単月、累計ともに達成している---◎ 3ヶ月連続で×が続いた場合は、様式「問題の是正処置」

単月、累計どちらかが達成している---○ に従い処置をする。

単月、累計ともに未達成---×

承認 確認 作成

宮下 時田 丹

2022.10.31 2022.10.31

目標 実行責任者
計画

■RO排出水等の再利用

鈴木
（小田桐）

純水透過流束試験および超純水製造装置から排出される排出水量を把握し、リサイ
クルに努める。これまで実施してきたASグループでの再利用やチラーへの再利用に
加え、スクラバーやピペット洗浄を励行する。

目標

2022.10.31

■試験終了検体の適切な処分

矢萩
（丹）

昨年までの産業廃棄物の処分を完了したので、現在試験後のサンプルを確実に処
分できる体制を整える。具体的には社内処分できるもの、産業廃棄物に依頼するもの
を確実に仕分ける。

②処分すべき依頼件数

②排出水量[L]

実績

評価

実績

評価

■排出スラッジ量の管理（排水処理室）
諸田

(和田）

③自社処分件数

⑤仕分け件数（③＋④）

実績

評価

昨年、単位排水量あたりのスラッジ量がが増えたため、前期はデータ収集をし直し
た。今期より、タイムリーに処分できる検体は自社処分を行うため、今後はさらにス
ラッジ量が増えると予想し、目標値を変更した。また、排水処理薬品の使用量の削減
を試み、水質に問題がなければ使用量を削減する。

目標

月毎
排出量

スラッジコスト
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７．環境経営目標の実績

１）環境経営目標と達成率・評価

kg-CO2/百万円 kg-CO2/百万円

kg/百万円 kg/百万円

m3/百万円 m3/百万円

（42人） (延べ45人)

(事故ゼロ)

　
二酸化炭素排出量の計算には、購入電力の排出係数として東北電力㈱1ｷﾛﾜｯﾄ当た
り、0.559kg-CO2を使用(環境省HPより※2015年度)

7
製品・ｻｰﾋﾞｽに
関する環境配慮

顧客要求
への対応

100% 100% B

6 化学物質適正管理

化学物質
の

適正維持
管理

適正管理
達成 B

5

地域社会との共生
全員参加 39人参加

93% B
地元企業協議会の環
境活動への参加など

4

水使用量の削減

(生産金額百万円当たり
の使用量)

2.9 3.3
88% C

3

廃棄物排出量削減

(生産金額百万円当たり
の排出量)

46.1 46.3
100% B

2

リサイクル率の向上

66% 63% 95% B(総ﾘｻｲｸﾙ重量
     　／総廃棄物重量)

1

二酸化炭素排出量の
削減

(生産金額百万円当たり
の排出量)

669 656
102% B

No 環境経営目標 目標値
(3期平均)

実績値 達成率

評価
A :達成率110%以上  

B :達成率100%±10%

C :達成率 90%未満   

（12）



７．環境経営目標の実績

２）達成率に対する内容

(１)二酸化炭素排出量
　二酸化炭素排出量は達成率102％での「B評価」となった。前期より達成率が
向上した事、更に目標値をクリアできた要因として”生産計画による効率化”に
よるものと考えられる。
　67期においては受注の増加に伴い生産量が前期比で約+20％となったが、受注
に対して生産設備の立ち上げ回数が増えない様に、各生産現場では生産計画を
立て、効率的に電力使用ができたと言える。

　※生産設備の立ち上げが多いほど、消費する電力量が増加する

(２)リサイクル率の向上
　リサイクル率は前期比で増加しており「B評価」となった。射出成形で発生する
成形樹脂のみのリサイクル率に着目すると、前期比で約14%アップとなっており、
前期よりも+1.7tの樹脂がリサイクルできている。
　射出成形がリサイクル率の大半を占めるため、来期以降も継続してリサイクル
率を維持する活動を行っていきたい。

(３)廃棄物排出量削減
　廃棄物排出量の絶対値は前期よりも+1.5tとなっているが、生産金額の原単位
では目標達成し「B評価」となった。
　射出成形をまとめて生産することで、廃棄しなければいけないパージ材が前期
比で-1.1t減少しており、廃棄物排出量の削減に寄与した。
　樹脂入れ替えが効果的にできるよう新規のパージ材での検証を行っており、
更なる廃棄物削減の為に継続して活動を進めていく。

(４)水使用量の削減
　生産工程における条件出しや条件確認のために水使用量が増加し、達成率は
「C評価」となった。
　イレギュラー的な発生ではあるが、今後も同様の状況にならないように原因を
調査・分析し再発防止に努めていく。

（５）地域社会との共生
   定期的に事業所内外のゴミ拾いや除草作業、工業団地内協議会の活動を実施した。
業務として日程を調整しながら全員参加を基本としていたが、出張などで調整できない
ケースが発生し全員参加とはならなかった。（参加率93%）
　来期では、1年間というスパンで計画的な参加を呼びかけながら全員参加を目指す。

(６)化学物質適正管理
　 管理薬品による事故などの異常発生はなかった。

(７)製品・ｻｰﾋﾞｽに関する環境配慮
　 取引先からのBCP調査や環境関連等の調査対応・期限厳守を目標とし、100％達成した。

（13）



８．主な活動内容

※新規及び継続の取組み内容(設置は全て自社内にて実施)

◆成形樹脂へのﾘｻｲｸﾙ・再利用(ﾍﾟﾚｯﾄ化)

◆資源ｺﾞﾐの分別・回収

◆ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ箱の再利用

◆ﾃｽﾄ水のﾘｻｲｸﾙ化

◆各種ﾎﾟﾝﾌﾟへのｲﾝﾊﾞｰﾀ設置

主なｲﾝﾊﾞｰﾀ設置例
・ﾎﾞｲﾗｰ用温水循環ﾎﾟﾝﾌﾟ：13台　・ｸｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ用循環ﾎﾟﾝﾌﾟ：2台

・ｴｱﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ用送風ﾎﾟﾝﾌﾟ：2台　・排気ﾗｲﾝﾌｧﾝ：1台

・電力量 約61,000kWh/年(33,000kg-CO2)の節電効果。　

・週2回の社内間定期便に利用。(約90箱/年分)

自社製品の出荷ﾃｽﾄに使用した水は、そのまま排出せ
ず、貯水槽に戻してﾘｻｲｸﾙする。(自動制御)　なお、貯
水槽内の水はろ過機で循環させ、水の清浄度を保持し
ている。（ろ過機及びﾎﾟﾝﾌﾟは当社製品使用）

・投資金額は部材 約30,000円。
・ﾃｽﾄ水受槽と循環自動制御は自社内製作
・約100ｔ/年の節水効果。

暖房ﾎﾞｲﾗｰ用温水循環ﾎﾟﾝﾌﾟ及び送風ﾎﾟﾝﾌ等へのｲﾝ
ﾊﾞｰﾀ設置。周波数を調整・制御し、よりﾑﾀﾞの少ない効
率的な運転及び最適な風量調整をすることで、大幅な
節電効果につながっている。

成形工程における、樹脂換えのﾊﾟｰｼﾞ及び部品ﾗﾝﾅｰ等
を各樹脂毎、色毎に分別・回収する。細分化して分別
したﾘｻｲｸﾙ材は業者によりﾍﾟﾚｯﾄ化（破砕品含む）し、
再利用している。

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類合計約12ｔ/年の効果。

各職場において資源ｺﾞﾐの分別・回収を徹底し、細分
化の徹底をする事により廃棄物削減となった。特にﾋﾞ
ﾆｰﾙ類の回収においては種類、色、形の細分化によりﾘ
ｻｲｸﾙを実施。

使用済みﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙを社内間での出荷用として再利用。
※米沢-本社（横浜）間
一度使用してもダメージの少ないﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ箱は主に社
内間用として再利用する事でﾘｻｲｸﾙ率が向上してい
る。
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８．主な活動内容

◆成形ﾄﾞﾗｲﾔｰﾎｯﾊﾟｰの断熱化及びﾀｲﾏｰ設置による省電力化

・投資金額は断熱材 約12,000円。(4台分)
・部材購入により社内施工。
・20～30℃の保温・断熱効果

◆冷温水配管の断熱化

・3ヵ所のﾎﾞｲﾗｰ室で約120箇所設置。
・投資金額は断熱材 約40,000円。
・約1,000L/年の灯油節減効果。(試算)

◆手元照明（蛍光灯）の設置・使用

・各ｴﾘｱに手元照明(ｽｲｯﾁ含む)を20ヵ所設置。
・投資金額はｽｲｯﾁ代 約3,000円。

◆工場内　壁面の白壁化

・工場内の壁面は延べ約200㎡を塗装。
・投資金額は塗料代 約20,000円。

◆空調用ﾁﾗーの冷水設定温度調整と日よけｶﾊﾞｰ設置
夏季において、事務所では空調用ﾁﾗｰでの冷房を行っ
ている。ﾁﾗｰ設定温度を調整し+3℃UPする事（8℃→
11℃）、また外気温の影響で温度上昇を減らす為に日
よけｶﾊﾞｰの設置により、効率改善をしている。

※蛍光灯は間引き（取外し）品、架台部材は社内部材利用

工場内の壁の色が以前はｸﾞﾚｰ色（灰色）であったため、
壁を白色に塗装した。ﾄﾝﾈﾙ内の視認性UPの手法を取
り入れ、日中は日光、夜間は照明の反射による明るさ
UPの効果をもたらしている。また成形機を明るい色にす
る事によってさらなる効果UPとなっている。

成形樹脂の乾燥(80℃設定)をするためのﾄﾞﾗｲﾔｰﾎｯ
ﾊﾟｰ外周に断熱材を設置した。乾燥機表面からの放熱
及び外気温からの影響を抑制し、電力使用量を削減
する。特に温度差が大きい冬期間における樹脂乾燥温
度の安定化も図られている。

温水ﾎﾞｲﾗｰ用の循環冷温水配管の断熱化を行った。
配管及び継手ﾊﾞﾙﾌﾞからの放熱を抑制し保温、特に温
水の熱効率をUPさせた。

各職場の必要なｴﾘｱに蛍光灯(32W)を設置し、既設水
銀灯(750W等)の使用を控えた。明るさは照度の確認
済みで夏場は問題ないが、冬場においては必要に応じ
て水銀灯との併用で安全作業を心掛ける。
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８．主な活動内容

◆排水ﾋﾟｯﾄを利用したﾃｽﾄ水のﾘｻｲｸﾙ

◆ﾋﾞﾆｰﾙｶｰﾃﾝによる暖房効率の改善(冬期間)

ﾋﾞﾆｰﾙｶｰﾃﾝと断熱ｼｰﾄは部材購入により社内施工。
投資金額は部材 約40,000円。

◆ｱﾙﾐﾀﾞｸﾄによる暖房送風効率の改善(冬期間)

・送風口が高いｴﾘｱ6ヵ所に設置。
・投資金額は部材 ｱﾙﾐﾀﾞｸﾄ代　約25,000円。

◆TV会議及びweb会議システムの導入・活用

・年間約120回開催。（米沢-本社）

コロナ禍の対応として、外部業者との打ち合わせ訪問を
自粛し、新しくリモート会議を導入することで対応した。

◆照明の間引き点灯

写真準備中

・経営会議12回、定例会議100回、社内講習会6回、他。

事務所などでは人員と事務机のレイアウトが一致する場
所について、照明器具を取り外し間引き点灯を行い、ム
ダを排除している。
※場所により蛍光灯のみ間引き

ﾃｽﾄ水のﾘｻｲｸﾙ化と同様となるが、ﾕﾆｯﾄ製造工程に
おいて、ﾃｽﾄに使用した水は排水ﾋﾟｯﾄから排出せず、排
水ﾋﾟｯﾄから吸水しろ過機で循環させ、貯水槽に戻しﾘｻ
ｲｸﾙする。(自動制御)　ろ過機及びﾎﾟﾝﾌﾟは当社製品を
使用し、水使用量の削減を行っている。

作業ｴﾘｱと通路及び倉庫間等にﾋﾞﾆｰﾙｶｰﾃﾝを設置
し、各作業ｴﾘｱ内の暖房効率を改善した。また、窓ｶﾞﾗ
ｽへの断熱ｼｰﾄ施工も行い、冬期間で約2～3℃の保温
効果となった。
（冬期間のみ）

温風吹き出し口が高い場所にある為、ｱﾙﾐﾀﾞｸﾄ等に
よって、天井付近から作業ｴﾘｱの高さへ、より近くに暖
房送風を送る事により、体感温度がUPし、暖房効果を
UPさせた。

米沢事業所と本社（横浜市）・各営業所との会議・講習
等の際にTV会議及びweb会議システムにより、効率化
と共に移動によるCO2削減及び移動経費削減となっ

た。
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８．主な活動内容

◆EA21環境掲示板

◆ビニール類の収集分別リサイクル

◆廃棄物管理システム

◆暖房ボイラーの稼働時間管理（冬期間）

◆フロン排出抑制法に基づく点検

各部署からの廃棄物重量がﾊﾟｿｺﾝへの手入力であっ
たため、各廃棄物別にバーコード化し、端末（バーコード
リーダー付き）利用によりデータ送信し、リアルタイムに
重量把握することが可能になった。
端末は通常作業の中で部品入出庫の際に使用してい
るため容易に操作できるメリットがある。

暖房ﾎﾞｲﾗｰが各工場に3台、それぞれ稼働時間の管理
を行い、より効率的・経済的に職場環境を整える。
昼時間などにﾎﾞｲﾗｰを停止し、その間は余熱での温水
循環により対応し、灯油削減を行う。（断続運転での予
熱利用など）

H27より施行されたフロン排出抑制法に基づき、対象機
器の定期点検（3年毎）を実施した。

社内で実施可能な簡易点検については、各部署で点
検を実施し、点検結果を保管。

年間の各資源投入量と排出量、及び会計上の実績を
月別原単位などを掲示し、周知徹底を行った。

廃棄物の中でも、通常行っている紙類や段ボールなど
の分別以外のビニール類について回収業者の開拓と分
別、排出までの流れを整備、リサイクル化を継続。
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８．主な活動内容

◆電力量補助金サービス

・推定効果金額約200万円/6年。

◆場内のパトロール（KY活動・5S徹底）

・場内パトロール実施：4回/年
・67期活動実績：26件

◆リサイクル業者の新規開拓

・新規開拓業者と取引開始：2019/6～

引き取りができなかったプラスチックについて、リサイク
ル業者の新規開拓を行い取引を開始した。
取引開始に伴い、有価引き取りが従来よりも高値で取
引可能であった。

山形県と東北電力の電力料金補助サービスの申請、
適用を受け、”電力量単価の4%割引”を”4年間”適用
されている。（補助期間：2018年４月～2023年3月）

危険個所の撲滅・５Sの徹底として、定期的に場内パト
ロールを行い指摘箇所の改善を継続して行った。

一例として、給湯器のドレン管から水滴が常時出てお
り、シンクの受け部に錆が発生していた。給湯器内の液
面計破損によって水漏れが発生していた為、液面計を
修理する事で水漏れが止まり、水のムダを無くした。（シ
ンクの錆も除去）
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９．主な環境負荷の推移

１）二酸化炭素排出量

２）廃棄物排出量

３）水使用量
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１０．次年度の環境経営目標及び環境経営計画

１）次年度の環境経営目標

　

２）次年度の環境経営計画
取組み内容の方針
（１）各ｸﾞﾙｰﾌﾟのこれまでの実績を振り返り、現状の維持活動を基本とし、目標は
　　直近3期実績平均を用いて、取り組みを進めていく。
　
（２）活動実施項目としては
　　①固定的(生産量や作業量に比例しない)に消費するｴﾈﾙｷﾞｰへの対応
　　②CO2排出量の少ないｴﾈﾙｷﾞｰへの移行(化石燃料から電気へ)
　　③ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位を意識した生産展開(リードタイム短縮、歩留まり向上等)
　　　を念頭に計画的な活動を行う。

（３）化学物質の適正管理。

（４）環境に関する情報収集や各種ｾﾐﾅｰ等への参加。

（５）環境経営活動の意識向上。

6 化学物質適正管理
化学物質の

適正維持管理
ﾃｸﾆｶﾙｾﾝﾀｰ

7
製品・ｻｰﾋﾞｽに
関する環境配慮

顧客要求への対応 全部門

5

地域社会との共生
全員参加

全部門
地元企業協議会の環
境活動への参加など

3

廃棄物排出量削減

(生産金額百万円当た
りの排出量)

46.7
全部門

kg/百万円

4

水使用量の削減

(生産金額百万円当た
りの使用量)

3.1
膜製造ｸﾞﾙｰﾌﾟ

m3/百万円

1
693

ろ過機製造ｸﾞﾙｰﾌﾟ

kg-CO2/百万円

2

リサイクル率の向上

70% 全部門(総ﾘｻｲｸﾙ重量
      　／総廃棄物重
量)

二酸化炭素排出量の 削減

(生産金額百万円当た
りの排出量)

No. 環境経営目標
目標値

重点部門
(単年度)
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１１．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
　　　　 並びに違反、訴訟等の有無

環境関連法規の遵守状況は定期に確認しており、その評価結果は下記の通り。

評価
水質汚濁防止法 特定施設の届出 新設・変更時 遵守

自主管理要領の策定 要領書内の頻度 遵守
下水道法 特定施設の届出 新設・変更時 遵守

排水基準の順守 毎月 遵守
土壌汚染対策法

公害防止管理法 公害防止管理者の選任 管理者変更時 遵守
事故時の応急措置、届出 事故発生時 遵守
製造販売の届出 更新時 遵守
毒物劇物取扱責任者の届出 遵守
取扱者の届出 遵守
取扱、表示 遵守
廃棄 遵守
事故時の応急措置、届出 事故発生時 遵守

大気汚染防止法 ばい煙発生施設の届出 新設・変更時 遵守
規制基準の遵守 遵守
測定及び記録 遵守

保管基準の明示 遵守
遵守

マニフェストの交付 遵守
マニフェストの保管 遵守
マニフェストの確認 遵守

特別管理産廃物管理責任者 選任・解任時 遵守
消防法 新設・変更時 遵守

1回/年（10月） 遵守
選任・解任時 遵守
1回/3年 遵守
1回/10年 遵守

遵守

フロン排出抑制法 1回/3ヶ月 遵守
1回/3年 遵守

マニフェストの交付
電気用品安全法

評価の結果、関連法規制等の違反は無かった。
関係当局より違反等の指摘はありません。

適合性検査証明書の交付・
有効期限の更新

5年毎 遵守

遵守

設置・変更時30日以内

特定施設使用廃止時
特定施設使用廃止時に土壌
の調査を実施

大気汚染物質排出量総合調
査票の提出

1回/年（4月）

所定期限内でのマニフェスト
返付確認
産業廃棄物管理票交付等状
況報告書の提出

1回/年

収集運搬・処理業者との契約

少量危険物貯蔵取り扱い届出

危険物保安監督者の講習受講
危険物保安監督者の選任
設備の定期点検及び記録
対象設備の届出

産業廃棄物保管基準の遵守
定期点検の実施記録の保管
簡易点検の実施記録の保管

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

法律規制の名称 要求事項 頻度

水銀使用製品産業
廃棄物

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

毒物および劇物取締
法

危険物保安監督者の免状書換え

指定可燃物の指定数量以上
の届出

新設・変更時

---

---
---
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１２．代表者による全体評価と見直しの結果

代表者による全体評価と見直しの結果は、下記の通り。

代表者による全体の評価と見直し記録 代表者 環境管理責任者

(定期見直し:毎年12月)

見直し実施日:R4年12月9日 2022.12.9 2022.12.9

『取組状況の評価結果』 『環境経営方針』 『環境方針』

『取組み状況の定期評価』 『取組みの適切性』

『目標・環境経営活動計画の達成状況』 『目標・環境経営活動計画』 『環境経営の実施及び運用結果』

『周囲の変化の状況』 『実施体制について』 『環境経営システムの各要素』
①外部コミュニケーション

②環境関連法規制等の動向他

宮下 時田

見直しに必要な情報 変更の必要性の有無・指示事項
環境管理責任者の報告 環境管理責任者のコメント・提案 米沢事業所　所長

①環境関連法規制の遵守状況 従来通りの方針を軸に環境経営活動を継続する。 環境方針の変更は必要ないと判断する。

・評価を実施した結果、全ての事項で遵守されている。

②取組状況の確認及び問題の是正

・繰り返し発生する是正に対して、真の問題を調査
　する必要があり、表面だけの対策にならないよう
　注意が必要。

定期的な活動として問題なしと判断する。 特に問題はなく、適切に行われていると判断する。

変更の必要性: 有 無

目標値に対する評価 生産量が増加した生産体制であったが、各目標値が達成で
きたことはエコアクション活動が活きた活動になっている
と評価できる。

水使用量の未達については、生産条件を見直しをかけ再発
しないよう早急に原因追求と対策を行う必要がある。

全体的に今後も目標達成できるよう活動を推し進めていき
たい。

水道光熱費などの生産工場に重要なインフラの価格高騰が
続いており、上がり続けるコストをいかに抑えるのかが工
場として対策しなければいけない状況となっている。

コストアップの波に飲まれない様、作業者一人一人がコス
トへの認識を持ちながらエコアクション活動を経て波を乗
り越えたいと思う。

①二酸化炭素排出量の削減 ○:達成率102%

②ﾘｻｲｸﾙ率の向上(総ﾘｻｲｸﾙ率) ○:達成率95%

③廃棄物排出量削減 ○:達成率100%

④水使用量の削減 ×:達成率88%

⑥地域社会との共生 ○:達成率93%

⑦化学物質適正管理 ○:達成(事故ｾﾞﾛ)

⑧製品･ｻｰﾋﾞｽに関する環境配慮 ○:顧客要求対応100%

有 無

変更の必要性: 有 無

67期よりMCグループの実行責任者を交代した。人員交代
によって新しい風が起き、活動が沈静化していく事なく、
より活発になることを期待したい。

現状のシステムで問題なく、変更の必要なし。

・ユーザーからの要求事項への対応済み。
・その他、環境に関する苦情・訴訟は無かった。

特に変化なし。
変更の必要性:
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